
○龍ケ崎市街なか元気アップ支援事業費補助金交付要綱 

令和３年３月３１日 

告示第７３号 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、市内の商店会等が実施する地域経済の活性化や持

続可能な産業及び観光の振興に資するための取組に対し、予算の範囲

内において龍ケ崎市街なか元気アップ支援事業費補助金（以下「補助

金」という。）を交付することについて、龍ケ崎市補助金等交付規則

（平成１５年龍ケ崎市規則第１７号）に定めるもののほか、必要な事

項を定めるものとする。 

（対象者等） 

第２条 補助金の交付の対象者は、市内の商店会、事業協同組合その他

複数の小売業、サービス業、飲食業等を営むもので構成される団体（以

下「対象団体」という。）とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、対象団体が次の各号のいずれかに該当す

るときは、補助金の交付の対象者としないものとする。 

(1) 規約等により代表者の定めがない団体であるとき。 

(2) 特定の宗教、政治団体等と関連しているとき。 

(3) 法令等に違反する、又は公序良俗に反する活動を行っているとき。 

(4) 龍ケ崎市暴力団排除条例（平成２３年龍ケ崎市条例第２３号）第

２条第１号から第３号までに規定する暴力団、暴力団員又は暴力団

員等と関与がある団体であるとき。 

３ 第１項の場合において、次条に規定する一の対象事業を複数の対象

団体が共同して実施しようとするときは、あらかじめ当該対象団体の

うち主となる団体を定めておくものとし、第６条の規定による申請に

あっては、当該主となる団体が行うものとする。 

（対象事業） 

第３条 補助金の交付の対象となる事業（以下「対象事業」という。）

は、対象団体が実施するものであって、次の各号に掲げる要件のいず

れも満たすものであるものとする。 

 (1) 市内の経済の活性化や持続可能な産業及び観光の振興を図るこ

とを目的とした事業であること。 



(2)  活動の水準を高め、活動範囲を広げる等の活動の活性化が期待で

き、かつ継続性がある事業であること。 

(3) 十分な事業実施の見込みがあること。 

(4) 第６条に規定する補助金の交付の申請を行った日の属する年度 

の３月３１日までに完了する事業であること。 

(5) 補助金の交付を受け、新たに取り組む事業であること。 

(6) 事業における消耗品、備品等の購入又は整備に係る経費が、総事

業費の５０パーセント以下となっていること。 

（対象経費） 

第４条 補助金の交付の対象となる経費（以下「対象経費」という。）

は、対象事業に直接要する経費に限るものとする。 

（補助金の額） 

第５条 補助金の額は、一の対象事業に係る対象経費に２分の１を乗じ

て得た額又は１００万円のうち、いずれか低い方の額とする。この場

合において、１，０００円未満の端数は、切り捨てるものとする。 

（交付の申請） 

第６条 補助金の交付を受けようとする対象団体（以下「申請者」とい

う。）は、当該補助金の交付を受けようとする年度の３月１０日まで

に、龍ケ崎市街なか元気アップ支援事業費補助金交付申請書（様式第

１号）に次に掲げる書類を添えて、市長に提出しなければならない。 

(1) 事業計画書（様式第２号） 

(2) 収支予算書（様式第３号） 

(3) 団体等調書（様式第４号） 

(4) 対象団体の規約等の写し及び役員名簿（第２条第３項に規定する

場合においては、それぞれの対象団体の規約等の写し及び役員名簿） 

(5) その他市長が必要と認める書類 

（交付の決定） 

第７条 市長は、前条の規定により申請を受けたときは、その内容を審

査の上、補助金の交付の可否を決定し、龍ケ崎市街なか元気アップ支

援事業費補助金交付決定（却下）通知書（様式第５号）により申請者

に通知するものとする。この場合において、市長は、必要と認めると

きは、条件を付すことができる。 



（変更申請） 

第８条 前条の規定により補助金の交付の決定を受けた申請者（以下「交

付決定者」という。）は、当該決定を受けた事項に変更があった場合

は、速やかに龍ケ崎市街なか元気アップ支援事業費補助金交付決定変

更申請書（様式第６号）に第６条各号に規定する書類（変更があった

ものに限る。）を添えて、市長に提出しなければならない。ただし、

前条の規定による交付決定額の変更を伴わない軽微な変更の場合を除

く。 

２ 市長は、前項の規定により補助金の交付の変更申請があったときは、

その内容を審査の上、変更の承認の可否を決定し、龍ケ崎市街なか元

気アップ支援事業費補助金交付決定変更承認（不承認）通知書（様式

第７号）により交付決定者に通知するものとする。この場合において、

市長は、必要と認めるときは、条件を付すことができる。 

（概算払） 

第９条 市長は、第７条の規定による交付の決定を受けた事業の円滑な

遂行のために必要と認めるときは、当該事業の完了前に補助金の一部

について概算払をすることができる。 

２ 前項に規定する概算払を受けようとする交付決定者は、龍ケ崎市街

なか元気アップ支援事業費補助金概算払請求書（様式第８号）を市長

に提出しなければならない。 

（実績報告） 

第10条 交付決定者は、当該交付の決定を受けた事業が完了したときは、

速やかに龍ケ崎市街なか元気アップ支援事業費補助金実績報告書（様

式第９号）に次に掲げる書類を添えて、市長に提出しなければならな

い。この場合において、前条に規定する概算払を受けた交付決定者は、

龍ケ崎市街なか元気アップ支援事業費補助金概算払精算書（様式第１

０号）を併せて提出しなければならない。 

(1) 事業実施成果書（様式第１１号） 

(2) 収支決算書（様式第１２号） 

(3) 事業に要した経費の支出額が分かる書類（領収書等）の写し 

(4) その他市長が必要と認める書類 

（交付額の確定） 



第11条 市長は、前条に規定する実績報告書の提出を受けたときは、そ

の内容を審査の上、補助金の交付の額を確定し、龍ケ崎市街なか元気

アップ支援事業費補助金交付額確定通知書（様式第１３号）により、

交付決定者に通知するものとする。 

（補助金の請求） 

第12条 前条の規定により補助金の交付の確定を受けた交付決定者は、

速やかに龍ケ崎市街なか元気アップ支援事業費補助金交付請求書（様

式第１４号）を市長に提出しなければならない。 

（交付決定等の取消し等） 

第13条 市長は、交付決定者が次の各号のいずれかに該当したときは、

補助金の交付の決定の一部又は全部を取り消し、交付した補助金を返

還させることができる。 

(1) 偽りその他の不正な手段により補助金の交付を受けたとき。 

(2) 第７条の規定による補助金の交付の決定を受けた事業の実施を

中止したとき。 

２ 市長は、前項の規定により補助金の交付の決定の一部又は全部を取

り消し、交付した補助金を返還させるときは、龍ケ崎市街なか元気ア

ップ支援事業費補助金交付取消通知書兼返還命令書（様式第１５号）

により交付決定者に通知するものとする。 

（補則） 

第14条 この要綱に定めるもののほか必要な事項は、市長が別に定める。 

付 則 

この告示は、令和３年４月１日から施行する。 

付 則（令和４年３月１７日告示第３２号） 

この告示は、公布の日から施行する。 

付 則（令和５年３月３１日告示第７１号） 

この告示は、令和５年４月１日から施行する。 

付 則（令和６年３月２５日告示第４７号） 

この告示は、令和６年４月１日から施行する。 

  付 則（令和７年１月３１日告示第９号） 

この告示は、令和７年４月1日から施行し、この告示による改正後の龍

ケ崎市街なか元気アップ支援事業費補助金交付要綱の規定は、同日以後



に行う補助金の交付の申請について適用する。 

 



 


